
江島由裕(大阪経済大学経営学部教授）

創造的中小企業の存亡
生存要因の実証分析

 白桃書房　2014.2.　17, 249p.

1. 本研究の特徴

　 本 研 究 は 企 業 家 的 な 戦 略 志 向 性

（Entrepreneurial Strategic Orientation，以下

EO）を全面的に変数として採用した我が国では

数少ない研究の一つである。単なる中小企業対

象の大規模アンケート調査であれば，政府系の

調査がそれこそ星の数ほど存在している。その

中にあって，欧米のトップジャーナルに十分通

用するストイックで緻密な調査設計に加え，読

んでいる側がひるんでしまうほどのエネルギー

で進められたのが本研究の特徴であるといえる。

　本研究は大きく分けて 4つの大規模調査デー

タを統合的に分析したものである。初回の調査

は 2000 年に実施され 1233 社からデータを得て

いる。その 2年後には同じ回答企業に対してア

ンケート調査を実施し，2 時点の経年変化の

データを取得している。さらに2004年には1233

社全てに対して電話による生存実態調査をおこ

なって，3時点におけるデータを突き合わせる

形で調査対象企業の経営情報と生存・非生存が

リンクしたデータセットを構築している。この

データが本書のタイトルである創造的中小企業

の生存要因についての中心的なデータセットで

ある。その研究結果を踏まえて，2008 年には廃

業リスクの高い創業後 10 年をくぐり抜けた設

立 10 年企業を 5200 社抽出し，EOにこだわっ

て大規模調査を実施している。

2. 本書の構成

　本書は 6章構成である。第 1章は「本研究の

問題意識と位置づけ」と題して，本研究の問題

意識が提示される。国際的に観察される事実と

して，中小企業が設立後，一定の期間を経る毎

に一定の割合で消滅する一方で，生き残った一

部の企業が大きく成長して大部分の雇用を生み

出すことを提示しながら，「なぜある中小企業は

短命に終わり，ある中小企業は生き残ることが

可能なのか。（中略）そこには生存に共通する要

因があるのだろうか。」という本書の中心的なリ

サーチクエスチョンが示される。

　第 2章は濃密な先行研究のレビューである。

タイトルは「生存の分析視角」とされ，企業の

ライフサイクル，長寿企業の生存要因，中小企

業の生存要因について実証研究を中心とした先

行研究のレビューがなされる。これらの先行研

究から中小企業の生存に影響を与える要因とし

て企業属性，経営資源，事業環境，戦略と経営

姿勢の 4要因を抽出し，本研究における分析ア

プローチが整理される。それぞれの要因は構成

概念ごとにさらに詳しい先行研究のレビューが

なされる。中小企業の「生存」に焦点を絞り，欧

米の実証研究を広範にカバーしたこのレビュー

は類似の関心をもつ研究者にとっても価値の高

いものとなっている。

　第 3章は「創造的中小企業の生存要因」と題

して，2000 年に，創造法認定企業 1233 社から

回答を得たアンケート調査の結果を説明変数と

し，2004 年の電話による生存確認調査の結果を

被説明変数とした定量分析がなされる。サンプ

ルを全体サンプル（1233 社），若年企業サンプ

ル（259 社），成長企業サンプル（446 社）に分

類し，それぞれで生存・非生存に影響を与える

要因をロジスティック回帰分析によって分析し



ている。分析の結果，3つのカテゴリを通じて

統計的に有意であったのは「販路の確保」のみ

であった。また注目すべき結果としては「コス

ト優位性」と「特許などの占有権制度」は，全

体サンプルおよび成長企業サンプルにおいて，

ともにマイナスの影響を持つことが明らかに

なっている。全体サンプルでは，「業界の慣例に

とらわれないドメイン」も，マイナスの影響を

もつことが明らかになった。若年企業サンプル

では，「販路の確保」のほかには「製品開発力」

のみがプラスの影響をもっていた。

　第 4 章は 2000 年に実施した 1233 社のアン

ケート調査と同じ内容の質問項目を 2年後に実

施して，2年間の戦略，経営姿勢，事業環境の

変化を比較することで，その変化が 2004 年の生

存・非生存にどのように影響しているかについ

て分析している。分析の結果として，戦略につ

いては「コスト優位性」「他者にないユニークな

製品開発」，経営姿勢については「権限委譲，リ

スクに挑戦させる」「過去の経験にとらわれずに

柔軟に軌道修正」の各要因が，生存企業に比べ

て，非生存企業は 2年の間に大きく低下してい

ることが明らかになった。

　第 5章では「設立 10 年の創造的中小企業の生

存状況」と題して，2008 年に新たにアンケート

調査を実施したデータを用いている。この調査

で測定されたのは生存状況，企業属性，事業環

境認識，戦略，内部経営資源，外部経営資源の

6つである。また海外の研究との国際比較を視

野に入れて，個別質問項目はCovin and Slevin

（1989）やMiller（1983）の質問項目に従ってい

る。非説明変数は雇用成長と売上高成長の 2つ

である。分析の結果，売上高成長においても雇

用成長であっても，EOはプラスの影響をもつ

ことが明らかになった。

　第 6章では，ここまでの 3つの研究を包括す

る形で「創造的中小企業の存亡の鍵」について

の考察がなされる。さらにこれまでの中小企業

支援に対する政策的含意が導かれる。

　被説明変数を生存・非生存にするか，雇用成

長・売上高成長にするかで，分析結果が異なる

ものとなっているが，いわゆるリビングデッド

も生存に含まれてしまうことを考えると，日本

の中小企業をサンプルとした場合は，雇用およ

び売上高成長を被説明変数とした方が，EOの

影響が際立ちやすいのかもしれない。

3. 評者からのコメント

　最後にこのような専門書の書評をする際の慣

習に従ってコメントをさせていただくとするな

らば，大きく分けて次の 2点であろう。第一に

パス解析による新たな分析の可能性である。各

説明変数から被説明変数への直接の影響だけで

はなく，他から影響を受ける内生変数を仮定す

ると，データセットの価値をより引き出せる可

能性が指摘できよう。第二は，専門性の高さに

起因する記述の複雑さである。この書籍は政策

的にも重要な示唆を含んでいるが，欧米の論文

専門誌並みの内容を読みこなすためには相応の

訓練が必要になろう。一般の政策担当者には

少々手強い内容であると考えられる。

　とはいえ，冒頭でも述べたように，我が国の

中小企業の戦略・経営態度と生存の関係に徹底

的にこだわり厳密な測定と分析をおこなった本

書の価値は大きい。このような内容の濃い研究

を長期にわたって継続し，提供してくれた著者

に，同じ分野の研究者として深く敬意を表した

い。

 （龍谷大学経営学部准教授　秋庭 太）
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